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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成21年12月3日(2009.12.3)

【公開番号】特開2006-276104(P2006-276104A)
【公開日】平成18年10月12日(2006.10.12)
【年通号数】公開・登録公報2006-040
【出願番号】特願2005-90626(P2005-90626)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  15/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ  15/20    ５１０　

【手続補正書】
【提出日】平成21年10月20日(2009.10.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
記録媒体に形成された未定着トナー画像を定着させる定着装置であって、少なくとも、表
面に弾性体層が形成され、回転駆動する定着ロールと、該定着ロールに当接して回転する
と共に、前記定着ロールとの間に前記記録媒体が挿通されるニップ部を形成する無端状の
加圧ベルトと、前記加圧ベルトを介して前記定着ロールに向けて面で押圧する圧接面を備
えた押圧部材と、を有する定着装置において、
　前記記録媒体が前記ニップ部に進入する際、その先端辺における両端部が、中央部より
も早い段階で前記定着ロールと前記加圧ベルトとに狭持されるように構成されてなること
を特徴とする定着装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項３】
記録媒体に形成された未定着トナー画像を定着させる定着装置であって、少なくとも、表
面に弾性体層が形成され、回転駆動する定着ロールと、該定着ロールに当接して回転する
と共に、前記定着ロールとの間に前記記録媒体が挿通されるニップ部を形成する無端状の
加圧ベルトと、前記加圧ベルトを介して前記定着ロールに向けて面で押圧する圧接面を備
えた押圧部材と、を有する定着装置において、
　前記押圧部材の圧接面に、前記定着ロールに向けて突出してその表面に歪みを与える突
起を備え、
　前記押圧部材の圧接面における前記定着ロールの回転方向と垂直方向の中央部側よりも
両端部側が、前記定着ロールの回転方向上流になるように前記突起が設けられ、
　前記突起による前記定着ロールの歪み量が、前記中央部側よりも前記両端部側の方が大
きいことを特徴とする定着装置。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１１
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【請求項１１】
記録媒体に形成された未定着トナー画像を定着させる定着装置であって、少なくとも、表
面に弾性体層が形成され、回転駆動する定着ロールと、該定着ロールを含む複数のロール
で張架され、回転する無端状の定着ベルトと、該定着ベルトと当接して従動回転すると共
に、前記定着ベルトとの間に前記記録媒体が挿通されるニップ部を形成する無端状の加圧
ベルトと、該加圧ベルトを挟んで前記定着ベルトに向けて面で押圧する圧接面を備えた押
圧部材と、を有する定着装置において、
　前記記録媒体が前記ニップ部に進入する際、その先端辺における両端部が、中央部より
も早い段階で前記定着ベルトと前記加圧ベルトとに狭持されるように構成されてなること
を特徴とする定着装置。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　上記目的は、以下の第１および第２の２つの本発明により達成される。
　すなわち第１の本発明は、記録媒体に形成された未定着トナー画像を定着させる定着装
置であって、少なくとも、表面に弾性体層が形成され、回転駆動する定着ロールと、該定
着ロールに当接して回転すると共に、前記定着ロールとの間に前記記録媒体が挿通される
ニップ部を形成する無端状の加圧ベルトと、前記加圧ベルトを介して前記定着ロールに向
けて面で押圧する圧接面を備えた押圧部材と、を有する定着装置において、
　前記記録媒体が前記ニップ部に進入する際、その先端辺における両端部が、中央部より
も早い段階で前記定着ロールと前記加圧ベルトとに挟持されるように構成されてなること
を特徴とする定着装置である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　また、第１の本発明は、上記の如きいわゆる「ロール－ベルトニップ方式」のみならず
、いわゆる「ベルト－ベルトニップ方式」の定着装置においてもそのまま適用することが
できる。すなわち、「ベルト－ベルトニップ方式」の定着装置に適用した第１の本発明と
は、記録媒体に形成された未定着トナー画像を定着させる定着装置であって、少なくとも
、表面に弾性体層が形成され、回転駆動する定着ロールと、該定着ロールを含む複数のロ
ールで張架され、回転する無端状の定着ベルトと、該定着ベルトと当接して従動回転する
と共に、前記定着ベルトとの間に前記記録媒体が挿通されるニップ部を形成する無端状の
加圧ベルトと、該加圧ベルトを挟んで前記定着ベルトに向けて面で押圧する圧接面を備え
た押圧部材と、を有する定着装置において、
　前記記録媒体が前記ニップ部に進入する際、その先端辺における両端部が、中央部より
も早い段階で前記定着ベルトと前記加圧ベルトとに狭持されるように構成されてなること
を特徴とする定着装置である。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
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　一方、第２の本発明は、記録媒体に形成された未定着トナー画像を定着させる定着装置
であって、少なくとも、表面に弾性体層が形成され、回転駆動する定着ロールと、該定着
ロールに当接して回転すると共に、前記定着ロールとの間に前記記録媒体が挿通されるニ
ップ部を形成する無端状の加圧ベルトと、前記加圧ベルトを介して前記定着ロールに向け
て面で押圧する圧接面を備えた押圧部材と、を有する定着装置において、
　前記押圧部材の圧接面に、前記定着ロールに向けて突出してその表面に歪みを与える突
起を備え、
　前記押圧部材の圧接面における前記定着ロールの回転方向と垂直方向の中央部側よりも
両端部側が、前記定着ロールの回転方向上流になるように前記突起が設けられ、
　前記突起による前記定着ロールの歪み量が、前記中央部側よりも前記両端部側の方が大
きいことを特徴とする定着装置である。
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